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１人当たり医療費は２年間で１万５千円増加
－令和４年度における本県の国保加入者数、国保医療費等の状況－
本県の国保加入者数は、高齢化の進行や被用者保険の適用拡大により年々減少しております。
それに伴い国保医療費も減少傾向にあるものの、医療の高度化等の影響もあって１人当たり医療費は上昇

しており、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度は18年ぶりに減少しましたが、以降の２年
間で１万５千円増加しています。（図１参照）
国保加入者数の減少により保険税（料）の増収が難しいことから、国保制度の安定運営のため、これまで

以上に医療費の適正化に向けた取組が必要です。
特に、新型コロナウイルス感染症の流行に伴う加入者の受診行動の変化が指摘されており、受診控えに伴

う疾病の重症化が非常に懸念されていることから、医療や健（検）診の適正受診を促す取組が重要です。
こういった医療費や保険税（料）等の状況は本会作成の『国民健康保険図鑑』（令和４年度実績等をと

りまとめた「令和５年度版」は３月15日に市町村へ配付済）に詳しく掲載しておりますので参考にしてく
ださい。

図１　国保加入者数・国保医療費等の推移

国保医療費（入院＋入院外＋歯科）

国保加入者数（年度平均）
◎１人当たり医療費　＝

◎各年度の事業年報（国民健康保険図鑑作成時点）より調製した。
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◎受診率　＝　

◎各年度の事業年報（国民健康保険図鑑作成時点）より調製した。

×100
国保レセプト（入院＋入院外＋歯科）件数

国保加入者数（年度平均）

１人当たり医療費を３つの要素に分解してみると…
１．受診率（国民健康保険図鑑 第１表より）
　県平均は1,059.09（対前年度比1.23％増）となりました。（図２参照）
　受診率は、一般的に受療環境の変化、感染症の突発的な流行などの影響を受けると言われており、令和２
年度は新型コロナウイルス感染症の影響等に伴う受診控えが大きく影響したことで大幅に低下しました。
　令和３年度からは再び上昇に転じましたが、コロナ以前の水準に戻っていないことから、受診行動が変化
したことが見てとれます。

２．１件当たり日数（国民健康保険図鑑 第４表より）
県平均（合計）は1.78日（対前年度比0.04日減）と12年連続で減少しました。（図３参照）
入院・入院外等別でみても、前年度に比べいずれも減少しています。

３．１日当たり医療費（国民健康保険図鑑 第５表より）
県平均（合計）は15,512円（対前年度比2.60％増）と６年連続で増加しました。（図４参照）
１日当たり医療費は、一般的に医療費改定や疾病構造、受療環境等に左右されやすいと言われてい

ます。
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図２　受診率（県平均）の推移
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　　　◎１件当たり日数　＝　

◎各年度の事業年報（国民健康保険図鑑作成時点）より調製した。

　　　◎１日当たり医療費　＝　

◎各年度の事業年報（国民健康保険図鑑作成時点）より調製した。
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図３　１件当たり日数（県平均）の推移
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 １.本県における特定健診実施率の状況 
前頁のとおり、本県における特定健診実施率は、新型コロナウイルス感染症の流行前（令和元年度）

と比較すると、改善傾向にはあるものの、戻りきっていない状況です。
青森県平均（令和４年度実施分速報値）は36.8％と４割弱の方々の受診にとどまっていることから、

６割強の方々が特定健診未受診者であると推測されます。

特定健診未受診者対策の特定健診未受診者対策の
取組を進めよう取組を進めよう

 ２.特定健診の重要性 
特定健診未受診者は、病気の発見・治療が遅れることで重症化する恐れがあります。
特定健診を受診することで、病気の早期発見・早期治療につながり、加入者自身における身体面・

精神面・経済面等の負担が軽減されるとともに、地域における平均寿命・健康寿命の延伸につながり
ます。

 ３.特定健診実施率向上を目指した県内の取組 
（１）受診しやすい環境づくり

①　早朝・夜間・休日の実施
②　がん検診との同日実施
③　みなし健診の実施　　　　　　　　　　など

（２）地域の人材資源の活用
①　保健協力員による受診勧奨・受診申込書配付
②　各団体とタイアップした受診勧奨　　　など

（３）その他
①　ポイント（インセンティブ）の付与
②　ダイレクトメールによる受診勧奨
③　ハガキ等による再受診勧奨　　　　　　など

 ４.保険者における特定健診未受診者対策 
マンパワーが限られていることから、効果的・効率的に未受診者対策を進めていく手段の一つとし

て、国保データベース（ＫＤＢ）システムの活用を推奨します。

　次回７月号から、未受診者対策をはじめとした当システムの活用方法等に
ついて連載する予定ですので、是非ご覧ください！！
　また、研修会等の機会も捉え周知に努めて参ります。

青森県の特定健診対象者（100％） 

受診者（36.8％） 未受診者（63.2％） 

※図１「特定健診実施率の推移」より 
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市町村国保の特定健康診査等実施状況
（令和4年度実施分速報値）

このたび、国保中央会において市町村国保の特定健康診査等実施状況（令和４年度実施分速報値）が取り
まとめられましたので、直近５年間の実施状況をお知らせします。
本県における実施率は、特定健診・特定保健指導ともに、コロナ以前の水準に戻りきっていない状況にあ
り、健康リスクを早期に発見する機会を逃している加入者が多いことが懸念されますので、各保険者には更
なる実施率向上に向けた取組が求められます。
・特定健診
本県の特定健診実施率は、近年全国平均と同水準で推移しておりましたが、令和２年度は新型コロナウ
イルス感染症の影響に伴う受診控え等により、平成20年度の制度開始以来初めて低下しました。
実施率は、令和３年度より再び上昇に転じ、令和４年度は36.8%となりましたが、全国平均を0.7ポイン
ト下回っています。（図１参照）
なお、全国的にもコロナ以前の水準に戻りきっていない状況にあります。

・特定保健指導
本県の特定保健指導実施率は、制度開始以来全国平均よりも高く推移しており、その差は年々拡大傾向
にありました。
しかしながら、新型コロナウイルス感染症の影響等により、令和２年度から２年連続で低下したものの
令和４年度には上昇し、前年度を0.7ポイント上回る41.5%となっています。（図２参照）

データベースコーナーデータベースコーナー
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。

そ
こ
で
、
高
血
圧
対
策
の
取
組
と
し

て
「
脳
と
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を
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ー
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に
小
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生

と
高
血
圧
Ⅰ
度
以
上
の
方
を
対
象
と
し

社会福祉大会時の「カムカムチェック」ブース

今回は五所川原市から市民の健康寿命延伸のために
実施している取組を紹介していただきます。

健康寿命延伸を目指して健康寿命延伸を目指して
あなたのまちにあなたのまちにあなたのまちに

五所川原市

あなたのまちにあなたのまちにあなたのまちに
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た
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齢

者
が
参
加
す
る
事
業
や
職
能
団
体
、

地
区
組
織
等
と
連
携
し
、
歯
科
医
、

歯
科
衛
生
士
等
に
よ
る
口
腔
フ
レ

イ
ル
予
防
及
び
フ
レ
イ
ル
予
防
の

３
本
柱
（
栄
養
・
口
腔
、
運
動
、

社
会
参
加
）
に
つ
い
て
健
康
教
育

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
令
和
５
年
度
の
歯
科

健
診
受
診
者
が
暫
定
値
で
５
４
４
人

と
令
和
４
年
度
の
４
５
４
人
に
比
べ

て
約
２
割
の
増
加
と
な
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
　

高
齢
者
か
ら
は
「
歯
が
な
い
か
ら

歯
医
者
に
行
く
必
要
が
な
い
」
と
の

声
や
、
パ
タ
カ
ラ
体
操
を
実
践
す
る

と
「
パ
」
を
言
う
た
び
に
義
歯
が
落

ち
「
パ
タ
カ
ラ
」
を
言
え
な
い
方
が

い
る
な
ど
、
フ
レ
イ
ル
の
み
な
ら
ず

口
腔
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
の
認
知
度

も
低
い
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

の
一
体
的
実
施
を
経
年
的
に
実
施
し

て
い
く
う
え
で
「
後
期
高
齢
者
の
質

問
票
」
を
活
用
し
な
が
ら
、
対
象
を

ど
の
よ
う
な
階
層
に
区
分
し
支
援
し

て
い
く
か
、
ま
た
、
か
か
り
つ
け

医
・
歯
科
医
・
薬
剤
師
等
と
の
連
携

に
よ
る
フ
レ
イ
ル
の
お
そ
れ
の
あ
る

高
齢
者
を
包
括
的
に
支
援
し
て
い
く

仕
組
み
づ
く
り
等
が
課
題
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

介
護
保
険
の
地
域
支
援
事
業
は

地
域
包
括
支
援
課
が
担
っ
て
お
り
、

フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
な
が
る
「
口

腔
（
栄
養
）・
こ
こ
ろ
の
健
康
・
骨

折
」
な
ど
の
健
康
課
題
を
連
携
会

議
で
共
有
し
、
一
体
的
実
施
・
Ｋ

Ｄ
Ｂ
活
用
支
援
ツ
ー
ル
を
活
用
し

た
個
別
支
援
（
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ

ロ
ー
チ
）
を
重
点
と
し
、
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く

計
画
と
し
て
い
ま
す
。

む
す
び
に

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
国
民
健

康
保
険
の
健
全
な
運
営
や
事
務
処
理

の
効
率
化
に
向
け
、
事
務
処
理
基
準

や
保
険
料
（
税
）
率
を
都
道
府
県
で

統
一
す
る
動
き
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

収
納
率
の
向
上
や
医
療
費
の
適
正

化
に
努
め
な
が
ら
、
健
康
寿
命
の
延

伸
に
向
け
た
様
々
な
事
業
を
実
施
し
、

市
民
の
「
健
康
」
に
関
す
る
気
づ
き
・

意
識
づ
け
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

社会福祉大会時の「カムカムチェック」ブース

小学生への授業

歯科衛生士による「健康長寿はお口から」
～唾液腺マッサージ実施中～
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略

　
　歴

令
和
２
年
７
月 

厚
生
労
働
省
入
省
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
局
健
康
課
長
補
佐

令
和
２
年
10
月 

健
康
局
健
康
課
地
域
保
健
室
　
　
　
　
　
　

地
域
健
康
危
機
管
理
対
策
専
門
官

令
和
４
年
４
月 

医
政
局
地
域
医
療
計
画
課
　
　
　
　
　
　
　

医
師
確
保
等
地
域
医
療
対
策
室
　
　
　
　
　

地
域
医
療
構
想
推
進
専
門
官

令
和
５
年
４
月 

医
政
局
総
務
課
長
補
佐

令
和
５
年
10
月 

医
政
局
総
務
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
推
進
専
門
官

令
和
６
年
４
月 

現
職

日
頃
よ
り
健
康
医
療
福
祉
行
政
に
携
わ
っ
て
い
る
皆
様
に
は

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
青
森
県
基
本
計
画『
青

森
新
時
代
』
へ
の
架
け
橋
～
よ
り
そ
い
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
～
」

で
は
、
基
本
理
念
と
し
て
「
Ａ
Ｘ
（A

om
ori T

ransform
ation

）

～
青
森
大
変
革
～
」
を
掲
げ
、
そ
の
基
盤
と
し
て
「
挑
戦
（
変

革
へ
の
起
点
）」「
対
話
（
変
革
へ
の
道
標
）」「
Ｄ
Ｘ
（
変
革
へ

の
翼
）」
の
３
つ
を
位
置
付
け
、
本
県
の
抱
え
る
様
々
な
課
題

に
立
ち
向
か
い
、
新
し
い
青
森
県
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

基
本
計
画
に
掲
げ
る
政
策
テ
ー
マ
の
１
つ
で
あ
る
「
健
康
～

健
康
を
支
え
る
医
療
環
境
の
向
上
と
共
生
社
会
の
実
現
～
」
で

は
、
２
０
４
０
年
の
め
ざ
す
姿
と
し
て
「
健
康
づ
く
り
を
支
え

る
社
会
」「
が
ん
の
克
服
を
め
ざ
す
社
会
」「
安
心
し
て
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
享
受
で
き
る
社
会
」「
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
合
い
、
助

け
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
」
を
掲
げ
、
様
々
な
施
策
を
展
開

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
関
連
で
は
、
令
和
６
年
３
月
に
「
青
森
県

基
本
計
画
」
に
係
る
個
別
計
画
で
も
あ
る
「
青
森
県
医
療
費
適

正
化
計
画
」「
青
森
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
」
を
改
定
し
、

「
青
森
県
基
本
計
画
」
に
掲
げ
る
め
ざ
す
姿
を
実
現
す
る
た
め

の
取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中
で
も
、
国
民
健
康
保
険
事
業
に
お
け
る
統
一
的
指
針
と
な

る
「
青
森
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
」
で
は
、
保
険
料
水
準

の
統
一
へ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
示
し
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

令
和
７
年
度
か
ら
の
納
付
金
ベ
ー
ス
で
の
水
準
統
一
、
令
和
１2

年
度
か
ら
の
保
険
料
水
準
の
完
全
統
一
を
目
指
し
、
今
年
度
か

ら
令
和
１１
年
度
ま
で
の
取
組
期
間
に
お
い
て
、
市
町
村
と
と
も

に
丁
寧
に
協
議
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

国
民
皆
保
険
制
度
の
中
核
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
国
民
健
康
保
険
制
度
を
安
定
的
に
財
政
運
営
し
、
堅
持
し

て
い
く
た
め
、
今
後
も
市
町
村
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
方
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
御
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

健康医療福祉部長健康医療福祉部長
就任所感就任所感

青森県健康医療福祉部

部　長　守　川　義　信
（もりかわ　よしのぶ）

県 だ
よ り

県 だ
よ り

県 だ
よ り
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　歴

昭
和
61
年
４
月
　
青
森
県
庁
入
庁

平
成
28
年
４
月
　
青
森
県
健
康
福
祉
部
高
齢
福
祉
保
険
課
　
　

国
保
広
域
化
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

平
成
31
年
４
月
　
青
森
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
政
策
課
　
　

総
務
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

令
和
４
年
４
月
　
青
森
県
健
康
福
祉
部
こ
ど
も
み
ら
い
課
　
　

課
長
代
理

令
和
５
年
４
月
　
青
森
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
政
策
課
　
　

課
長
代
理

令
和
６
年
４
月
　
現
職

日
頃
よ
り
健
康
医
療
福
祉
行
政
に
携
わ
っ
て
い
る
皆
様
に
は

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
制
度
改
正
に
よ
っ
て
、
県
が

そ
の
財
政
運
営
や
効
率
的
な
事
業
の
確
保
等
に
つ
い
て
中
心
的

な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、「
全
世
代
対
応
型
の
持

続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
を
経
て
、
国
民
健
康
保
険
運
営
方

針
の
運
営
期
間
の
法
定
化
（
６
年
間
）、
医
療
費
適
正
化
や
国

保
事
務
の
標
準
化
・
広
域
化
の
推
進
に
関
す
る
事
項
の
同
方
針

へ
の
必
須
記
載
事
項
化
な
ど
、
国
保
制
度
の
基
盤
強
化
等
に
向

け
た
一
層
の
取
組
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
県
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
統

一
的
指
針
と
な
る
「
青
森
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
」
に
保

険
料
水
準
の
完
全
統
一
へ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
新
た
に
盛
り
込

み
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
１１
年
度
を
対
象
期
間
と
し
て
、
令

和
６
年
３
月
に
改
定
い
た
し
ま
し
た
。

保
険
料
水
準
の
統
一
に
つ
い
て
は
、
県
全
体
で
被
保
険
者
間

の
受
益
と
負
担
が
公
平
と
な
る
よ
う
、
県
内
の
ど
の
市
町
村
に

居
住
し
て
い
て
も
、
同
じ
所
得
水
準
・
同
じ
世
帯
構
成
で
あ
れ

ば
同
じ
保
険
料
額
と
な
る
こ
と
（
保
険
料
水
準
の
完
全
統
一
）

を
実
現
す
る
た
め
、
保
険
料
、
保
健
事
業
、
収
納
対
策
、
事
務

標
準
化
の
４
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
令
和
７
年

度
か
ら
の
納
付
金
ベ
ー
ス
で
の
水
準
統
一
、
令
和
１2
年
度
か
ら

の
保
険
料
水
準
の
完
全
統
一
を
目
指
し
、
市
町
村
の
皆
様
の
御

意
見
を
丁
寧
に
お
聴
き
し
、
引
き
続
き
協
議
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
方
針
は
３
年
ご
と
に
検
証
を
行
い
必
要
な
見
直
し

を
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
令
和
９
年
度
の
見
直
し

に
向
け
、
更
に
市
町
村
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
と
の
議
論
を

深
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
沿
っ
た
取
組
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
制
度
の
適
正
か
つ
安
定
的
な
運
営
の
た
め
、

本
年
度
も
、
市
町
村
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
す
。
県
と
し
て
も
よ
り
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
参
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

高齢福祉保険課長高齢福祉保険課長
就任所感就任所感

青森県健康医療福祉部
高齢福祉保険課

課　長　舘　田　満　良
（たてだ　みつよし）
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実
は
、
こ
れ
！
と
い
っ
た
自
分
の

た
め
の
健
康
法
は
な
い
の
で
、
嬉
し

か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。

お
弁
当
の
お
話
で
す
。

ま
だ
我
が
子
の
通
う
小
中
学
校
に

給
食
が
な
か
っ
た
頃
、
長
男
が
小
学

６
年
生
に
な
る
ま
で
、
子
供
達
と
夫

と
自
分
の
５
個
の
お
弁
当
を
作
っ
て

い
ま
し
た
。
当
時
は
前
日
の
夜
か
ら

明
日
は
何
の
お
か
ず
を
入
れ
よ
う
か

と
悩
み
、
大
変
だ
っ
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

そ
の
長
男
が
高
校
生
と
な
り
、
お

弁
当
が
再
開
と
な
り
ま
し
た
。
サ
ッ

カ
ー
に
勉
強
に
と
頑
張
る
様
子
を
見

て
、
私
に
で
き
る
応
援
は
何
だ
ろ
う

と
考
え
た
時
に
、
ち
ょ
う
ど
保
健

師
・
栄
養
士
の
学
習
会
に
参
加
し
、

４
つ
の
食
品
群
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

べ
る
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

自
分
の
身
体
は
、
口
か
ら
入
っ
た

食
品
の
栄
養
素
が
血
液
の
流
れ
に

の
っ
て
、
細
胞
に
運
ば
れ
で
き
あ

が
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
を
強
く
持

て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

長
男
は
高
校
時
代
、
身
長
は
そ
こ

そ
こ
の
細
身
で
、
サ
ッ
カ
ー
で
身
体

が
ぶ
つ
か
る
と
あ
た
り
負
け
を
す
る

よ
う
で
、
頑
丈
な
身
体
に
し
た
い
と

よ
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
長
男
が
あ
る
日
お
弁
当
の

こ
と
で
一
言
。「
弁
当
箱
は
一
番
大

き
い
し
、
お
か
ず
も
一
番
多
く
入
っ

て
る
。
あ
り
が
た
い
、
褒
め
て
あ
げ

よ
う
」

こ
の
一
言
は
私
の
お
弁
当
歴
史
を

変
え
て
く
れ
ま
し
た
。
思
春
期
で
素

直
に
言
え
ず
と
も
、
十
分
母
親
を
舞

い
上
が
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
で

は
「
野
菜
も
っ
と
買
っ
て
お
い
て
」

「
お
父
さ
ん
、
ラ
ー
メ
ン
の
汁
飲
み

過
ぎ
じ
ゃ
な
い
」
等
嬉
し
い
こ
と
を

言
っ
て
く
れ
ま
す
。

20
歳
過
ぎ
ま
で
身
長
が
伸
び
続

け
、
現
在
は
筋
ト
レ
で
身
体
を
鍛
え

て
い
ま
す
。

忙
し
く
て
も
、
頑
張
れ
ば
良
い
こ

と
が
あ
る
！
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

す
。そ

し
て
最
近
は
、
好
き
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
さ
ん
の
音
楽
を
聴
い
た

り
、
た
ま
に
週
末
、
ビ
ー
ル
や
翠
ジ

ン
を
飲
み
団
欒
す
る
こ
と
を
心
の
栄

養
に
し
て
い
ま
す
。

田舎館村　厚生課
主任保健師

小野　恵美子 氏

４
月
の
異
動
に
よ
り
住
民
課
に
配

属
早
々
「
健
康
づ
く
り
の
コ
ラ
ム
」

の
依
頼
が
あ
り
、
体
に
良
い
こ
と
何

か
し
て
い
る
の
か
な
と
、
改
め
て
考

え
て
み
ま
し
た
。

共
済
の
人
間
ド
ッ
ク
は
20
年
く
ら

い
毎
年
受
診
し
て
い
ま
す
。
受
診
結

果
は
、
気
に
は
し
て
い
る
も
の
の
、

年
齢
と
共
に
経
過
観
察
が
増
え
て
い

ま
す
…
。

毎
年
、
春
に
な
る
と
、
自
宅
か
ら

役
場
ま
で
歩
い
て
10
分
程
度
な
の
で

「
天
気
が
良
い
日
は
役
場
ま
で
歩
く

ぞ
…
」
と
年
間
計
画
は
た
て
る
も
の

の
、
3
日
坊
主
な
ら
ぬ
、
2
日
坊
主

で
終
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
美

味
し
い
も
の
や
、
期
間
限
定
商
品
に

弱
く
、
誘
惑
に
負
け
て
、
つ
い
買
っ

て
し
ま
う
の
が
日
常
で
す
。

先
日
、
市
町
村
職
員
共
済
組
合
か

ら
、
健
診
結
果
に
つ
い
て
の
文
書
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

今
の
ま
ま
の
生
活
習
慣
を
続
け
る

と
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
の
内
容

で
、
摂
生
し
て
い
な
い
自
分
に
懺
悔

し
て
い
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

道
の
駅
巡
り
と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が

好
き
な
の
で
、
ま
だ
ま
だ
健
康
で
過

ご
し
た
い
で
す
。

住
民
課
に
配
属
に
な
っ
た
こ
と
を

機
に
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
第
一
歩

と
し
て
、
次
の
目
標
を
掲
げ
ま
し

た
。

•

天
気
が
良
い
と
き
は
、
な
る
べ

く
歩
く
。（
新
陳
代
謝
を
高
め
る
・

貯
筋
効
果
）

•

期
間
限
定
に
負
け
な
い
。（
食

生
活
改
善
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
）　

機
関
誌
に
コ
ラ
ム
が
掲
載
さ
れ
る

頃
に
は
、
少
し
で
も
目
標
に
近
づ
け

て
い
る
よ
う
に
、
自
分
に
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

新郷村　住民課
課　長

本間　由美子 氏
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UHCを永遠に
帝京大学大学院公衆衛生学研究科教授

福　田　吉　治

【略歴】
　平成3年熊本大学医学部卒業。平成10年熊本大学大学院医学研究科修了（社会医学専攻）。国立医療・病院管理研究所（医療政策研究
部）、東京医科歯科大学医学部（公衆衛生学講座）、国立保健医療科学院（疫学部）を経て、平成22年に山口大学医学部地域医療学講座教
授に就任。平成27年から帝京大学大学院公衆衛生学研究科教授、平成30年には同研究科長。
【専門分野】
　公衆衛生全般。特に健康増進・健康づくり政策・健康教育、社会疫学（健康の社会格差、健康の社会的決定要因）、地域医療・保健・
産業保健など。近年では行動経済学で用いられる「ナッジ理論」に基づいて公衆衛生施策を指導。
【学会・委員】
　国民健康保険中央会 国保・後期高齢者ヘルスサポート事業運営委員会
　国民健康保険団体連合会 保健事業支援・評価委員会委員（東京都・埼玉県）など
【主な著書】
　「ナッジを応用した健康づくりガイドブック」　共著 2023年　帝京大学大学院公衆衛生学研究科
　「新型コロナウイルス感染症(COVID-19)からの教訓―これまでの検証と今後への提言」　共著 2021年　大修館書店
　「健康行動理論による研究と実践」　共著 2019年　医学書院 他論文多数


国
民
健
康
保
険
が
担
う
役
割

日
本
で
はU

H
C

（U
niversal 

H
ealth Coverage

：
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ヘ
ル
ス
カ
バ
レ
ッ
ジ
）、
つ

ま
り
、
国
民
皆
保
険
は
空
気
の
よ

う
な
存
在
で
、
医
療
保
険
に
入
っ

て
い
る
こ
と
は
当
た
り
前
で
、
そ

の
存
在
を
意
識
し
て
い
る
人
は
あ

ま
り
い
ま
せ
ん
。

公
衆
衛
生
の
講
義
の
中
で
学
生

に
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の

種
類
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
医
学
部
な
ど
の
医
療
系
の

学
生
で
も
、
答
え
ら
れ
る
人
は
わ

ず
か
で
す
。

自
分
も
親
に
扶
養
さ
れ
て
い
た

頃
、
自
分
の
保
険
の
種
類
は
わ

か
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

親
は
小
さ
な
会
社
を
営
ん
で
い
た

の
で
、
た
ぶ
ん
政
府
管
掌
健
康
保

険
（
現 

全
国
健
康
保
険
協
会
＝

協
会
け
ん
ぽ
）
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

私
が
最
初
に
医
療
保
険
を
意
識

し
た
の
は
、働
き
始
め
て
か
ら
で
、

特
に
、
病
院
を
辞
め
て
、
大
学
院

生
に
な
っ
た
時
で
す
。
保
険
が
無

加
入
に
な
る
こ
と
が
わ
か
り
、
慌

て
て
、
国
保
に
す
る
か
、
医
師
会

に
入
会
し
て
医
師
国
保
に
す
る

か
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
を
通
じ
て
社

保
に
入
る
か
と
い
う
選
択
を
迫
ら

れ
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
、
医
療
保

険
っ
て
い
う
の
は
こ
の
よ
う
に

な
っ
て
る
の
か
と
気
付
か
さ
れ
ま

し
た
。

次
に
意
識
し
た
の
が
、
あ
る
自

治
体
の
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
の
会
長
に
な
っ
た
時
で
す
。
大

学
の
そ
れ
な
り
の
ポ
ス
ト
だ
っ
た

の
で
、
そ
う
い
う
話
が
来
る
わ
け

で
す
。
驚
い
た
の
は
、
そ
こ
で
示

さ
れ
る
数
値
の
大
き
さ
。
比
較
的

大
き
な
自
治
体
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
桁

数
の
数
値
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

い
ち
じ
ゅ
う
ひ
ゃ
く
せ
ん
ま
ん

じ
ゅ
う
ま
ん
ひ
ゃ
く
ま
ん
せ
ん
ま

ん
い
ち
お
く
じ
ゅ
う
お
く
？
　
医

療
保
険
で
は
、
日
常
で
は
見
た
こ

と
も
な
い
大
き
な
お
金
の
や
り
取

り
が
あ
る
こ
と
や
、
制
度
の
複
雑

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

3
つ
目
が
、
い
わ
ゆ
る
僻
地
の

診
療
所
や
病
院
の
支
援
を
し
て
い

た
時
で
す
。
当
時
、
某
大
学
の
地

域
医
療
学
の
講
座
に
所
属
し
て
い

た
の
で
、
地
方
の
医
療
機
関
に
行

く
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
医
療
機
関
の
多
く
は
国
保

（
あ
る
い
は
自
治
体
）
に
よ
り
運

営
さ
れ
て
お
り
、
国
保
っ
て
医
療

機
関
も
運
営
す
る
の
か
と
素
朴
に

感
じ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
医
療
保

険
の
仕
組
み
を
肌
で
感
じ
、
日
本

の
国
民
皆
保
険
に
お
い
て
国
保
の

果
た
し
て
い
る
役
割
が
い
か
に
重

要
か
を
理
解
す
る
に
至
り
ま
し
た
。


皆
で
維
持
す
る
国
民
皆
保
険

さ
て
、
日
本
の
医
療
保
険
の
歴

史
を
少
し
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

1
9
2
0
年
代
以
前
、
民
間
企
業

や
公
務
員
に
対
し
て
医
療
保
険
が

組
合
に
よ
り
提
供
さ
れ
始
め
ま
し

た
。
そ
の
後
、
従
業
員
が
一
定
数

の
企
業
は
、
健
康
保
険
組
合
を
通

し
て
従
業
員
に
医
療
保
険
の
提
供

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
、
改
正

を
重
ね
て
、
現
在
の
よ
う
な
職
域

保
険
制
度
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
地
域
保
険
は
、
1
9
3
8

年
の
厚
生
省
（
現
厚
生
労
働
省
）

の
設
立
と
国
民
健
康
保
険
法
の
成

立
後
に
確
立
し
た
制
度
で
す
。
各

自
治
体
に
よ
り
任
意
で
設
立
・
運

営
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
1
9
5
8

年
の
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に

よ
り
、
全
市
町
村
で
地
域
保
険
制

度
の
設
立
が
義
務
化
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
1
9
6
1
年
に
国

民
皆
保
険
が
達
成
さ
れ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
国
民
皆
保

険
に
よ
って
、
日
本
国
民
は
ど
の
よ

う
な
立
場
で
も
、
ど
こ
で
も
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
都
市
部
だ

け
で
は
な
く
、
地
方
に
お
い
て
も
医

業
を
営
む
こ
と
が
で
き
、
民
間
の

医
療
機
関
（
病
院
や
診
療
所
）
の

経
営
が
成
り
立
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
た
だ
、
民
間
の
医
療
機
関

の
な
い
地
域
で
は
、“
保
険
あ
っ
て

も
医
療
な
し
”
の
状
況
が
あ
り
、

一
部
の
国
保
や
自
治
体
で
は
医
療

機
関
を
自
ら
設
置
・
運
営
す
る
必

要
が
生
じ
た
の
で
し
た
。

現
在
、
こ
の
よ
う
な
随
想
の
執

筆
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
や
特
定
健

康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
等
の
研

修
会
で
の
講
師
な
ど
、
国
保
に
関

係
す
る
方
々
と
関
わ
る
機
会
を
多

く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

国
保
が
抱
え
る
課
題
は
あ
り
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
こ
の
大

事
で
、
複
雑
な
国
民
健
康
保
険
制

度
が
維
持
さ
れ
、
国
民
皆
保
険
が

成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
り
が
た

く
思
い
ま
す
。
1
年
間
、
ど
う
で

も
よ
い
話
題
が
多
い
随
想
で
し
た

が
、
最
後
は
、
国
保
に
関
係
す
る

皆
さ
ん
へ
の
感
謝
と
エ
ー
ル
で
終
わ

り
ま
す
。

記
事
提
供
　
社
会
保
険
出
版
社

こくほ随想
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市町村職員対象研修会のお知らせ
市町村職員等を対象として、５月以降に開催する研修会等の日程をお知らせします。

現段階で予定されている研修会等は下表のとおりですので、ご不明な点がありましたら各担当課にお問い合わせください。

○国保連合会関係
研修会（事業）名 開催時期 開催場所（開催方法） 担当課

障害者総合支援給付審査支払等事務担当者研修会 ５月8日（火）～
６月21日（金） Web研修 介護保険課

市町村介護保険事務初任者研修会 ５月24日（金）～
６月28日（金） Web研修 介護保険課

保健協力員研修会 ５月30日（木） 青森市「リンクモア平安閣市民ホール
（青森市民ホール）」 事業振興課

国保データベース（ＫＤＢ）システム研修
「基礎編」及び
「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施担当者編」

６月～７月 青森市「青森県共同ビル」 事業振興課

国保事務初任者研修会 ７月上旬 研修内容を収録したＤVＤを配付 事業振興課
保健活動研修会 ７月上旬 青森市内 事業振興課
介護サービス苦情処理担当者研修会 ７月中旬 青森市内 介護保険課

市町村介護保険事務担当者研修会 ７月中旬、
12月上旬 青森市内 介護保険課

特定保健指導実践者育成研修　※保険者協議会主催 8月上旬 青森市内 事業振興課

保健協力員研修会（保健所管内毎） 8月下旬～
11月下旬 保健所管内毎（県内６会場） 事業振興課

第三者行為求償事務担当者研修会 ９月中旬 オンライン開催 事業振興課

在宅・現職保健師保健所ブロック別研修会 ９月下旬～
11月中旬 保健所管内毎（県内６会場） 事業振興課

保険税（料）収納事務担当者研修会 10月上旬 青森市内 事業振興課
介護給付適正化システムに関する
個別フォローアップ研修

10月下旬～
12月下旬 オンライン開催 介護保険課

レセプト点検業務担当者研修会 11月上旬 青森市内 審 　 査 　 課
国保データベース（ＫＤＢ）システム研修会「応用編」 11月下旬 青森市内 事業振興課

○自治体病院開設者協議会関係
研修会（事業）名 開催時期 開催場所（開催方法） 担当課

第49回青森県自治体医学会 8月31日（土） 青森市「ウェディングプラザアラスカ」 事業振興課

東北ブロック・全国組織主催の研修会等
○国保連合会関係

研修会（事業）名 開催時期 開催場所（開催方法） 担当課

東北地方国保運営協議会代表者連絡協議会 ７月18日(木）～
      19日(金） 宮城県仙台市「江陽グランドホテル」 事業振興課

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の
推進に向けた研修会

７月中旬、
11月上旬 オンライン開催 事業振興課

国保制度改善強化全国大会 11月15日(金） 東京都千代田区「砂防会館」 事業振興課

○自治体病院開設者協議会関係
研修会（事業）名 開催時期 開催場所（開催方法） 担当課

第38回地域医療現地研究会 ６月21日（金）～
　　　　22日（土） 北海道足寄町、帯広市 事業振興課

東北地方国保診療施設協議会連絡会議 ９月20日（金） 宮城県仙台市「江陽グランドホテル」 事業振興課

第64回全国国保地域医療学会 10月４日(金）～
　　５日(土）

岩手県盛岡市
「いわて県民情報交流センターアイーナ」 事業振興課

自治体病院全国大会2024「地域医療再生フォーラム」 11月19日(火） 東京都千代田区「都市センターホテル」 事業振興課

地域包括医療・ケア研修会 令和７年１月17日（金）～
　　　　　　18日（土） 東京都内（オンライン形式との併催） 事業振興課
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第４9回（令和６年度）第４9回（令和６年度）
青森県自治体医学会開催日程のお知らせ青森県自治体医学会開催日程のお知らせ

令和６年度保健協力員総会・研修会の開催について令和６年度保健協力員総会・研修会の開催について
県内保健協力員が年に一度一堂に会する機会です。
令和６年度の研修は県内保健協力員の活動紹介と歯・口腔の健康をテーマとした講演を企画しましたの

で、一人でも多く、保健協力員のみなさんに参加していただきたいと思います。

日 時
令和６年５月30日（木）
　　　総　会　12時30分～13時15分
　　　研修会　13時15分～15時30分

場 所 リンクモア平安閣市民ホール（青森市民ホール）

総会内容

開　　会
　主催者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　小笠原チヨ
　来 賓 祝 辞　　青森県知事　　　　　　　　宮下宗一郎　氏
　　　　　　　　青森県在宅保健師の会会長　新井山洋子　氏
　議　　　事

研修内容

活動発表
　座　　　長：国立大学法人弘前大学学長特別顧問・
　　　　　　　大学院医学研究科社会医学講座特任教授・
　　　　　　　青森県総合健診センター理事長・
　　　　　　　青森県医師会健やか力推進センター長　　　　　中路　重之　氏
　活動発表者：大間町保健協力会　　　　　　　　　　　会長　佐藤恵美子　氏
　　　　　　　弘前市健康づくりサポーター連絡協議会　会長　成田　津江　氏

行政説明
　 「第三次青森県健康増進計画（歯・口腔の健康）の推進について」
　説　明　者：青森県口腔保健支援センター副参事 　　　　　金澤　孝彦　氏

講　　演
　テ　ー　マ：「お口の病気が全身の健康に与える影響について」
　講　　　師：国立大学法人弘前大学大学院医学研究科歯科口腔外科学講座教授　小林　恒　氏

歯・口腔の健康について正しい知識を身に付けるとともに、歯科健（検）診等の重要性につい
て学ぶ機会とします。

１．開催日時　令和６年８月31日（土）午後１時
２．場　　所　青森市「ウェディングプラザアラスカ ４階『ダイヤモンド』」
３．内　　容

（１）一般研究発表
（２）シンポジウム(予定）　「がん相談支援と地域との関わり」

コーディネーター　青森市民病院　院長　豊木　嘉一　氏
司会者　　　　　　十和田市立中央病院　事業管理者　丹野　弘晃　氏
シンポジスト　　　調整中（７名程度）
自治体診療施設関係者等の多数のご参加をお待ちしております。
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①食生活改善指導用食品（60種） ②エネルギーコントロール食1400 ③一般的なアルコールモデル

健康教育機材等の無償貸出しのお知らせ
国保連合会では、市町村支援事業の一環として、健康教育機材等の無償貸出しを行っております。

各市町村で開催される健康まつり、健康教室などで是非ご利用ください。
◎ポータブル体成分分析器「ACCUNIQ BC300」：１

30秒で体重・体脂肪のみならず、体を構成する体水分・タンパク質・ミネラルの結果
や正常範囲、また部位（右腕・左腕・体幹・右足・左足）別の筋肉量など最大14項目を
簡単に測定することができます。
※プリンタと専用記録紙もセットで貸出しています。

①生活習慣病予防のための食生活改善指導に役立つ食材と献立のセット。
②糖尿病や肥満症の方のためのエネルギーを1400kcalにコントロールした献立例のセット。
③一般的なアルコールに含まれるエネルギーやアルコール量の指導に役立つセット。

○手軽に測定ができると大好評！
○血管老化（動脈硬化）の進行度を年齢
に応じて相対的に評価。
○生活習慣改善を促す動機づけに！

※左側側面から印刷結果が出力されます。

その他各種貸出し用品
●生活習慣病予防対策タペストリー（２シリーズ）：各１セット
①「メタボリックシンドロームとは？」
②「肥満にご注意」
メタボリックシンドロームの予防・改善について、イラストを多用した
分かりやすい内容。
縦80cm×横58cm、１シリーズ８タイトル入

お問い合わせ並びにお申し込みは
本会事業振興課　保健事業係まで

TEL 017-723-1336（内線117）貸出・返却時の物品チェックへのご協力をお願いします
※貸出しは原則先着順ですが、同じ期間の申し
込みが複数ある場合は、調整させていただく
ことがあります。

◎血管年齢測定システム　「メディカルアナライザー（プリンター内蔵型）」：３台

令和５年度利用保険者の感想
○普段知ることができない筋肉量や体脂肪量を計
測することができ、非常に好評であった。

○健康教室の参加者自身の体脂肪等の関心が向上
し、メタボリックシンドローム、動脈硬化に繋
がる指導ができた。

◎フードモデル（３種類）：各１セット

　全ての貸出し物品・付属部品については「貸出し物品チェックリスト」を用いて、
貸出時と返却時に保険者立ち合いのもと確認しますので、ご協力をお願いします。

●着ぐるみ（４種類）パンダ・うさぎ・コアラ・トラ各１体
●はんてん：48枚（M30枚・L18枚）

例えば…特定健診結果説明会での食
事指導に活用されています!!

●のぼり旗（４種類）：計50本
①「日頃の健康　日頃の努力」（20本）
②「まもろう健康　つくろう健康」（20本）
③「年に一度受けましょう！特定健診」（５本）
④「定期的に受けましょう！がん検診」（５本）
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